「生駒版ローカル・ゼブラ」
事業計画書 兼 認定書
１　申請者の概要
①申請者（※法人に関する欄は、設立済又は設立予定の場合のみ記入）
	[bookmark: _Hlk204699849]フリガナ
	

	屋号/法人名
	

	本店/本社
住所
	〒


	市内事業所
住所
	· 同上
〒


	フリガナ
	

	代表者職氏名
	

	フリガナ
	

	担当者氏名
	

	電話番号
	
	ＦＡＸ番号
	

	メールアドレス
	

	ホームページ
	

	※法人設立
	　　　年　　月　　日　設立（予定）

	※法人区分
	□株式会社　□合名会社　□合資会社　□合同会社
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

	※資本金
	　　　　　　　　　　千円
（出資内訳：　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	役員
従業員数
	合計
　　名
	内
訳
	役員（法人のみ）	名

	
	
	
	従業員	名

	
	
	
	パート・アルバイト	名

	業種
	

	所有している
許認可・免許
	許認可等名称：　　　　　　　　　
取得時期：　　　年　　月　　日

	参加した
事業者支援
プログラム
（必須）
	· IKOMA LOCAL BUSINESS HUB
· IKOMASTAR認定
· IKOMA FOSTER LINK（イコフォス）伴走支援
· いこま産学官アクセラレーションプログラム
· いこまSDGsアクションネットワーク

	事業内容
（概要）
	

	事業
スケジュール
(融資期間)
	



３　事業の詳細内容
	①　地域課題の解決に向けてどのように取り組むか

	・生駒市のどのような社会的・経済的課題（例：人口減少、高齢化、空き家問題、子育て支援、地域産業の活性化など）の解決に貢献する事業か。
・その課題が、地域にとってどれほど重要で、解決が急がれるものか




	②　どのような社会的インパクトを生み出すか

	・事業を通じて、誰に対してどのようなポジティブな社会的変化（アウトカム）を生み出すのか。
・その社会的インパクトを測定・評価するための具体的な指標（KPI）や計画を持っているか。


	③　地域との連携

	・生駒市内の他の事業者、NPO、教育機関、地域コミュニティなどと連携し、地域経済の循環に貢献する計画があるか。
・事業の推進にあたり、多様な関係者（ステークホルダー）と良好な関係を築き、協力を得られる体制があるか。



４　本事業全体に係る資金計画
	①ビジネスモデルの持続可能性

	収益の柱:
[収益の源泉となる事業内容を複数、具体的に記述してください。例：商品・サービスの販売、月額課金、仲介手数料、広告収入、行政からの受託料など。]
持続可能性のための戦略:
[事業の収益性を確保しつつ、社会的なミッションを継続していくための仕組みや戦略（例：コスト構造の工夫、顧客との関係構築、付加価値向上による価格維持など）を説明してください。]



②売上・利益等の計画
	
	１年目
（　年　月～　年　月）
	２年目
（　年　月～　
年　月）
	３年目
（　年　月～　
年　月）

	(a)売上高
	千円
	千円
	千円

	(b)売上原価
	千円
	千円
	千円

	(c)売上総利益(a-b)
	千円
	千円
	千円

	(d)販売管理費
	千円
	千円
	千円

	営業利益(c-d)
	千円
	千円
	千円

	従業員数
	人
(内ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ　　　人)
	人
(内ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ　　　人)
	人
(内ﾊﾟｰﾄ･ｱﾙﾊﾞｲﾄ　　　人)

	積算根拠
【売上高】
単価○円×○個/日×営業日数
=○円
【仕入高】
原価率○％
算定根拠（業界平均など）
【人件費】
パート・アルバイト
○円/時間×○時間×営業日数×○人=○円
上記ほか、水道光熱費、賃料、消耗品費、支払い利息など
	
	
	




③資金計画
必要な資金と調達方法
	必要な資金
	金額
	調達の方法
	金額

	設備資金
	店舗、工場、機械、車両など
（内訳）
	万円
	自己資金
	万円

	
	
	
	親族等からの借入（内訳・返済方法）
	万円

	
	
	
	日本政策金融公庫からの借入
	万円

	運転資金
	商品仕入、家賃、諸経費等（内訳）
	万円
	他の金融機関等からの借入
（内訳・返済方法）
	万円

	合計
	万円
	合計
	万円




５　特筆事項・補足事項
	




６　記載内容の確認（チェックしてください）
· 本事業計画書に記載した内容は事実に基づいており、虚偽記載がないことを確認しました。




	生駒市記入欄

	







